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は じ め に 

 

 千葉県房総半島には古来よりニホンジカ

(Cervus nippon)が生息しており、1960年

代には分布が縮小していたが、1980年代以

降、個体数を増加させており、それに伴

い、農作物被害も発生した。農作物被害金

額は1991～1999年度には3,000～4,000万円

程度で推移していたが、2000年度以降減少

傾向にあり、2010年度は667万円となっ

た。千葉県では第２次特定鳥獣保護管理計

画（ニホンジカ）を2008年度に策定し、シ

カ保護管理のため、「できる限り経年的に

行う調査」として、「捕獲実態の把握（ユ

ニット別・雌雄別の捕獲状況）」および

「捕獲個体の解析（栄養状態・繁殖状態、

食性の把握）」が明記されている。そこ

で、2010年度の捕獲状況についてとりまと

めるとともに、捕獲個体の解析を行ったの

で、報告する。これまで毎年、捕獲個体の

分析による「食性の把握」を実施してきた

が、2010年度は分布調査を実施したため

に、予算上実施できなかった。  

   

調 査 方 法 

 

１ 捕獲試料の回収方法 

 2010年度に市町村実施の有害獣捕獲で捕

獲した個体の一部をサンプル回収の協力依

頼をすることにより、「ニホンジカ・キョ

ンの生態調査に係る試料回収事業」として

試料の回収を行った。これは捕獲従事者が

解体し、調査サンプルを採取した後、市原

市にある千葉県射撃場へ運搬し、委託業者

である株式会社野生動物保護管理事務所が

分析を行った。回収されたサンプルは下顎

もしくは頭骨、腎臓および周囲の脂肪、そ

してメスの場合は子宮（胎児も含めて）で

あった。 

 

２ 捕獲個体の分析方法 

 回収した個体は以下のような計測・分析

を行った。集計について、今年度は試料数

が考察に耐えうる数を確保できなくなって

きたため、2008年度（浅田 2009）まで実

施してきた市町村別の検討は行わなかっ

た。 

 シカの栄養状態を把握するために、メス
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摘 要 ： 房総半島に生息するニホンジカ(Cervus nippon）について捕獲状況と

食性、体サイズ、栄養状態、繁殖状況をモニタリングした。2010年度の捕獲頭

数は2,205頭であった。分布拡大域ではオスに偏った捕獲となっていた。成獣と

幼獣の体重は平年並みで、成獣メスの脂肪蓄積量は平年よりも高かった。繁殖

率は1993年以降で最も低く、70.6%であった。  



 

31 

成獣（２歳以上）の体重と脂肪蓄積状態と

幼獣（0才）の体重について検討した。メ

ス成獣は定住性が高く、行動圏を季節的に

大きく移動させないため（千葉県・房総の

シカ調査会 1995）、生息地の状態をよく

反映するものと考えられる。また、幼獣の

サイズはその個体が成長過程で採食した食

物の栄養価に大きく左右されるために、食

物条件をよく反映する。脂肪蓄積状態はラ

イニー式腎脂肪指数（RKFI、Riney 1955）

をとった。これは腎臓の両端で周囲の脂肪

を切断して、腎臓の湿重量を100としたと

きの周囲脂肪の重量である。 

  年齢は下顎骨を用いて査定した。6月1

日生まれと仮定して（大泰司 1980）、満

12カ月齢までを0才、満24カ月齢までを1

才、以降満齢で示した。査定方法は2才ま

でを乳歯から永久歯への交換状態で判定し

て行い（大泰司 1980）、0才と1才を若

齢、2才以上を成獣として扱った。 

 繁殖率の指標とするため、捕獲個体の成

獣妊娠率を計算した。 

 

３ 糞の窒素含有率 

 各ユニットのシカの食物の栄養状態を把

握するため、食物のタンパク質含有率の指

標となる糞の粗窒素含有率を測定した

（Asada and Ochiai 1999）。 

 2010年12月～2011年2月に実施した糞粒

法調査(浅田 2012)の際に、各ラインにつ

図１ 2010年度ニホンジカ捕獲個体のユニット別性比（オス／メス） 

各ユニットの性比（オス／メス）を区分して示した。図中の英数字はユニット名

を示す。捕獲個体が全てオスであったユニットはユニット名を白丸で囲んだ。 

ニホンジカの捕獲及び栄養状態 
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図２ 千葉県におけるニホンジカの成獣

の脂肪蓄積量（RKFI、上図)および成獣

と幼獣の体重（下図）  

図中の●は平均値を、縦線は標準偏差

を、破線は昨年までの平均値を示す。 

図３  千葉県のニホンジカの成獣妊娠率

（％）の年変化 

県内全地域の合算を示す。図上の数値は試

料数を示す。 

表1 2010年度ニホンジカ市町・ユニット別捕

獲数 

浅田正彦 
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表２ 千葉県におけるニホンジカの有害獣捕獲および狩猟による捕獲数の年推移 

注）実施時期に示した（調査）は県実施の捕獲を、（狩猟）は狩猟を示す。また、実施季節また

は（有害）は市町等実施の有害鳥獣捕獲または個体数調整による捕獲を示す。 

＊；性、捕獲場所不明個体を含む 
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き新鮮な10糞塊より1粒ずつ採取した。調

査は鴨川市および君津市において実施し

た。採取した糞は、70℃で48時間乾燥し、

ライン毎に10粒あわせて粉砕し、NCアナラ

イザー（住友ケミカル社）により窒素含有

率を測定した。 

 

結 果 と 考 察 

 

捕獲の実施状況 

 今年度の捕獲頭数は、有害獣捕獲が市町

村実施分1,993頭、県実施分70頭、狩猟が

142頭、計2,205頭であった（表1, 2）。今

年度の有害獣捕獲は新たに、いすみ市にお

いても実施され、２頭捕獲された。シカの

生息分布域の拡大に伴い農林業被害が広域

になっており、捕獲範囲も拡大している様

子がわかる。 

 捕獲個体のユニット別の性比（メスに対

するオス数）をみてみると（図１）、分布

拡大をしている地域では特にオスに偏って

いることがわかった。これは、イノシシや

アライグマ（浅田 2012）と同様に、分散

距離に見られる性差（Greenwood 1980）に

よって、分布拡大域がオスに偏った生息に

なっていることを示すものである。 

 

体サイズと脂肪蓄積状態 

 冬のメス成獣の体重は38.3±6.9kg(34)

(平均±標準偏差(試料数)、以下同様）、

脂肪蓄積状態を示すRKFIは69.6±50.8(32)

であった。また、幼獣の体重は、23.0±

8.4kg(30)であった。1993年から昨年まで

のこの時期の捕獲個体の値は、成獣メス体

重 で、38.9 ± 7.4(1342)、RKFI で 45.8 ±

28.9(1326)、幼獣の体重で21.8±6.2(742)

であったので、体重については成獣メス、

幼獣ともに平年並みであったが、脂肪蓄積

図４ 採集した糞の平均窒素含有率（％） 

2010年12月～2011年1月に鴨川市と君津市で採集した糞の窒素含有率に、2009年

12月～2010年1月に富津市、市原市、大多喜町、勝浦市で採集した糞の窒素含有

率（浅田 2011)を加えて示す。図中の英数字はシカ管理ユニットを示した。 

浅田正彦 
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量が高く、比較的栄養のよい個体が捕獲さ

れていた（図2）。 

 

繁殖率 

 繁殖率の1993年からの成獣妊娠率の年変

化をみてみると、2004年までは80％前後で

年変動があるものの、ゆるやかな減少傾向

にあり、2004～2010年には１年おきに増減

を繰り返しながらも増加傾向にあったが、

２０１１年は70.6%となり、1993年以降調

査を行った期間で最も低い妊娠率であった

（図3）。 

 

糞中窒素含有率 

 今回調査したライン毎に採集した糞の窒

素含有率について、2009年度の調査結果

（浅田 2011）を含めてみてみると（図

4）、窒素含有率の高いラインはシカの生

息分布域の辺縁部にあたる市原市や君津市

から富津市、鋸南町にかけてと、鴨川市の

中部（嶺岡山系）、大多喜町の北東部から

御宿町の地域にみられ、一方、分布の歴史

の長い旧天津小湊町や旧鴨川市の東部、勝

浦市西部、大多喜町南部では2.10%以下の

低い値となっていた（図4）。これまで

に、房総のニホンジカにおいて、糞の窒素

含有率が2.0%を下回ると、栄養状態が悪化

して、妊娠率が下がることがわかっている

（Asada and Ochiai 1999）、この2.0％を

下回る地域は、年々拡大しており、この値

では食物条件が以前よりも悪化しつつある

と考えられた。 
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